
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和 ５年 ６月 １２日 

 

  さいたま市長 清水 勇人 様 

 

提出者 

住 所 埼玉県さいたま市大宮区大門町2-118 

氏 名 鹿島建設株式会社 関東支店 

専務執行役員 支店長 田所 武士 

電話番号 048-658-7620 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  鹿島建設株式会社 関東支店 

事 業 場 の 所 在 地  さいたま市大宮区大門町2-118 大宮門街ＳＱＵＡＲＥ11階 

計 画 期 間  令和 5年 4月 1日 から 令和 6年 3月 31日 まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類  総合建設業 

② 事 業 の 規 模  12,697,388 千円（令和 ４年度：さいたま市のみ） 

③ 従 業 員 数  533 名（令和 ５年５月末現在：さいたま市のみ） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別添：産業廃棄物処理工程 のとおり 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 別添：全社環境管理活動推進体制表 のとおり 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和 ４ 年度 ）実績】       

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・全工事着手時に環境管理計画書の作成･確認･指導を行い、現場毎の

目標設定を行い、実施に至った。 

関東支店 令和４年度実績数値【埼玉地区】 

【土木：最終処分率 0.07％、リサイクル率 99.89％】 

【建築：廃棄物総量原単位 28.87kg/㎡， 

混合廃棄物原単位 4.33kg/㎡，最終処分率 0.82％】 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・前年目標未達成の項目の数値向上の為、更なる分別に努める。 

・規格材使用､ユニット工法の採用及び広域認定制度の更なる活用 

関東支店 令和５年度目標数値 

【土木：最終処分率 3.0％未満、リサイクル率 97％以上】 

【建築：廃棄物総量原単位 45.0kg/㎡以下， 

混合廃棄物原単位 9.0kg/㎡以下，最終処分率 3.0％未満】 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

分別している種類：別添 工事別建設廃棄物分別リスト のとおり 

・現場敷地許容範囲内での分別コンテナの有効的な設置等の指導 

・ポスター･横断幕等の掲示による、協力会社,作業員への啓蒙を推進 

② 計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

今後分別予定種類：別添 工事別建設廃棄物分別リスト のとおり 

・改修､解体工事にて発生する複合材のより一層の分別、及び解体時 

を考慮した新築時の施工方法の改良 

別添：令和 ４年度 産業廃棄物処理実績内訳 
 のとおり 

別添：令和 ５年度 産業廃棄物処理計画内訳 
 のとおり 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和 ４ 年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和 ４ 年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

② 計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（ 令和 ４ 年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 ―――――― ―――――― 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

―――――― ｔ ―――――― ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（ 令和 ４ 年度 ）実績】 

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・店社にて、優良産業廃棄物処理業者を選定し、その業者に処理を 

委託することにより、全ての産業廃棄物の適正処理を実施した。 

・新たに再生利用業者､高リサイクル率の処分業者の開拓を行った。 

・選定済み優良業者，新規参入業者問わず、施設の現地確認を定期 

的に実施した。 

 

別添：令和４年度 産業廃棄物処理実績内訳 
 のとおり 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 
 

 

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・前年度同様、優良産業廃棄物処理業者を選定・委託し、全ての産業

廃棄物において適正な処理を行う。また、その処理施設の定期的な

現地視察を行う。 

・優良認定処理業者及び再生利用業者への委託割合をより一層増加さ

せ、リサイクル率の向上を計る。 

・電子マニフェスト使用率の向上を計る。 

 

 

※事務処理欄   

別添：令和５年度 産業廃棄物処理計画内訳 
 のとおり 



資料.1

(単位：ｔ)
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ②＋⑧ ③＋⑨

排出量
（令和
４年度

実績値）

自ら直接再
生利用した

量

自ら直接埋立
処分又は海洋
投入処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後再
生利用した

量

自ら中間処理
した後自ら埋
立処分又は海
洋投入した量

直接及び自ら
中間処理した
後の処理委託

量

⑩のうち優良
認定処理業者
への処理委託

量

⑩のうち再生
利用業者への
処理委託量

⑩のうち熱回
収認定業者へ
の処理委託量

⑩のうち熱回
収認定業者以
外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら再生利
用を行った

量

自ら埋立処分
又は海洋投入
処分を行った

量

建設汚泥 3,820 13,952.0 0 0 0 0 0 0 0 0 13952.0 13263.2 13945.4 0 0 0 0

コンクリートがら 590 31,564.8 0 0 0 0 0 0 0 0 31564.8 166.4 31564.8 0 0 0 0

アスコンがら 120 696.6 0 0 0 0 0 0 0 0 696.6 16.5 696.6 0 0 0 0

木くず 140 137.1 0 0 0 0 0 0 0 0 137.1 134.1 137.1 0 0 0 0

混合廃棄物 240 438.9 0 0 0 0 0 0 0 0 438.9 438.9 438.9 0 0 0 0

石綿含有産業廃棄物
（非飛散性石綿）

0 790.5 0 0 0 0 0 0 0 0 790.5 790.5 0.0 0 0 0 0

水銀関連廃棄物
（廃蛍光管）

0 3.28 0 0 0 0 0 0 0 0 3.28 2.98 0.0 0 0 0 0

その他がれき類 290 838.4 0 0 0 0 0 0 0 0 838.4 331.0 838.4 0 0 0 0

ガラス・陶磁器くず 200 1,293.2 0 0 0 0 0 0 0 0 1293.2 1293.2 684.4 0 0 0 0

廃プラスチック類 120 117.8 0 0 0 0 0 0 0 0 117.8 117.8 117.8 0 0 0 0

金属くず（産廃扱い） 0 30.6 0 0 0 0 0 0 0 0 30.6 30.6 30.6 0 0 0 0

紙くず（産廃扱い） 15 10.8 0 0 0 0 0 0 0 0 10.8 10.8 10.8 0 0 0 0

廃石膏ボード 125 578.4 0 0 0 0 0 0 0 0 578.4 578.4 578.4 0 0 0 0

繊維くず 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0.5 0.5 0.5 0 0 0 0

廃油 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

廃アルカリ 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0 0 0 0 0

計 5,660 50,452.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50,452.9 17,174.9 49,043.7 0.0 0.0 0.0 0.0

令和 ４年度　産業廃棄物処理実績　内訳

廃棄物の種類
令和

４年度
目標値



資料.1

(単位：ｔ)
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ②＋⑧ ③＋⑨

排出量
（令和
５年度

目標値）

自ら直接再
生利用した

量

自ら直接埋立
処分又は海洋
投入処分した

量

自ら中間処
理した量

④のうち熱
回収を行っ

た量

自ら中間処
理した後の

残さ量

自ら中間処
理により減
量した量

自ら中間処
理した後再
生利用した

量

自ら中間処理
した後自ら埋
立処分又は海
洋投入した量

直接及び自ら
中間処理した
後の処理委託

量

⑩のうち優良
認定処理業者
への処理委託

量

⑩のうち再生
利用業者への
処理委託量

⑩のうち熱回
収認定業者へ
の処理委託量

⑩のうち熱回
収認定業者以
外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

自ら再生利
用を行った

量

自ら埋立処分
又は海洋投入
処分を行った

量

建設汚泥 13,952.0 12,500 0 0 0 0 0 0 0 0 12,500 12,000 12,500 0 0 0 0

コンクリートがら 31,564.8 28,400 0 0 0 0 0 0 0 0 28,400 150 28,400 0 0 0 0

アスコンがら 696.6 620 0 0 0 0 0 0 0 0 620 20 620 0 0 0 0

木くず 137.1 120 0 0 0 0 0 0 0 0 120 120 120 0 0 0 0

混合廃棄物 438.9 390 0 0 0 0 0 0 0 0 390 390 390 0 0 0 0

石綿含有産業廃棄物
（非飛散性石綿）

790.5 700 0 0 0 0 0 0 0 0 700 700 0 0 0 0 0

水銀関連廃棄物
（廃蛍光管）

3.3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他がれき類 838.4 750 0 0 0 0 0 0 0 0 750 300 750 0 0 0 0

ガラス・陶磁器くず 1,293.2 1,150 0 0 0 0 0 0 0 0 1,150 1,150 690 0 0 0 0

廃プラスチック類 117.8 100 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 0 0 0 0

金属くず（産廃扱い） 30.6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

紙くず（産廃扱い） 10.8 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10 10 0 0 0 0

廃石膏ボード 578.4 520 0 0 0 0 0 0 0 0 520 520 520 0 0 0 0

繊維くず 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 50,452.9 45,260 0 0 0 0 0 0 0 0 45,260 15,460 44,100 0 0 0 0

令和 ５年度　産業廃棄物処理計画　内訳

廃棄物の種類
令和

４年度
実績値



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



工事名 内容

コンクリートがら 仮設工事、解体工事 コンクリート塊

アスコンがら 仮設工事、解体工事 コンクリート塊

その他がれき 工事全般 コンクリート塊

2 躯体工事、仕上工事 ガラスくず、タイルくず、レンガなど

3 仕上工事 塩ビ、ビニール、養生シートなど

4 躯体工事、仕上工事
鉄筋くず、電線くず、金属加工くず、
廃ボルト類、金属下地くず、缶くず

5 躯体工事、仕上工事 再利用できない産業廃棄物など

6 工事全般 再利用できない産業廃棄物など

7 シールド工事、杭工事、土工事 排出汚泥、泥土

8 工事全般 包装材、ダンボール、壁紙くず

9 躯体工事、仕上工事 不要木製枠材、木製梱包材など

10 工事全般 軍手、ウエスなど

11 内装工事 プラスターボードなど

11 解体、改修工事 OYボードなど

12 躯体工事、仕上工事 梱包材など

13 解体工事 工場廃液等

14 土工事 埋設物等

15 土工事 埋設物等

16 改修、解体工事
耐火被覆材、断熱・保温材、
屋根・外壁材、ボード類など

17 改修、解体工事
蛍光灯、蛍光ランプ、ＨＩＤランプ、
放電ランプ、水銀電池など

木くず

工事別建設廃棄物分別リスト

分別区分

1 がれき

ガラス及び陶磁器くず

廃プラスチック

金属くず

混合（安定型）

混合（管理型）

建設汚泥

紙くず

鉱さい

廃石綿、石綿含有建材

水銀使用製品

繊維くず

石膏ボード（新築端材）

廃石膏ボード
（砒素・ｶﾄﾞﾐ含有共）

ダンボール

廃油、廃酸、廃アルカリ
（特管含む）

燃え殻



　　現場より各種工事ごとに発生 委託処理

排出

産業廃棄物処理工程

がれき類

ガラス及び
陶磁器くず

廃プラスチック

金属くず

混合廃棄物

紙くず

木くず

繊維くず

廃油・廃酸・廃ア
ルカリ（特管含む）

建設汚泥

金属スクラップ

紙くず（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ）

がれき類（コンク
リートがら）

中

間

処

理

再資源化

管理型最終処分場

安定型最終処分場

再資源化

廃石綿、石綿含有
廃棄物、燃え殻 管理型最終処分場

中間処理

廃石膏ボード
（砒素・ｶﾄﾞﾐ含有共）

石膏ボード
（新築端材）

水銀使用製品

再資源化



品目別処理方法

品　　目 区　　分 処理方法

がれき類 中間処理 破砕

ガラス及び陶磁器くず 中間処理 破砕

廃プラスチック 中間処理
減溶固化
固形燃料製造

金属くず 中間処理 破砕・圧縮梱包

混合廃棄物（安定型）
選別後、再中間処理施設，
安定型埋立施設

　　　　　　　 （管理型）
選別後、再中間処理施設，
管理型埋立施設

紙くず 中間処理 破砕・焼却・圧縮梱包

木くず 中間処理 破砕

繊維くず 中間処理 破砕・減溶

廃石膏ボード（砒素・ｶﾄﾞﾐ含有共） 中間処理 破砕・圧縮

廃油・廃酸・廃アルカリ（特管含む） 中間処理 油水分離・中和

水銀使用製品 中間処理 切断、破砕、蒸留、洗浄・分解・回収

建設汚泥 中間処理 脱水

金属スクラップ 再生 再生金属原料

紙くず（ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ） 再生 再生紙原料

がれき類（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 再生 再生砕石製造

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（新築端材）
再生

ﾒｰｶｰﾘｻｲｸﾙ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ原料

廃石綿（特管）
①中間処理
②最終処分

①再資源化
②管理型埋立

石綿含有産業廃棄物 最終処分 管理型・安定型埋立

燃え殻 最終処分 管理型埋立

中間処理



全社環境管理活動推進体制表

建設公害防止担当副社長
（最高経営者）

設
計
課

土
木
部

管
理
部

建
築
設
計

部
署

技
術
研
究
所

建
築
設
計
本
部

土
木
管
理
本
部

建
築
管
理
本
部

環
境
本
部

総
務
部

海
外
事
業
本
部

オフィス
研究
開発

環境エンジ
ニアリング

海外
事業土 木 建 築

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
本
部

エンジニ
アリング

土
木
設
計
本
部

建
築
部

本社事務局
（安全環境部）

支店長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

主管部署長
（経営者）

部門支店
環境MR

部門支店
環境MR

部門支店
環境MR

その他の本社部署はオフィス活動ととも
に、必要に応じ部署の役割に応じた活動
を実施

その他の支店部署はオフィス活動ととも
に、環境営業等必要に応じ部署の役割
に応じた活動を実施

支店事務局
(管理部等）

主管部署長
（経営者）

部門構成

直
轄
工
事
事
務：全社の部門主管部署

：支店の部門主管部署

本社環境委員会

部門全社
環境MR

主管部署長
（経営者）

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

部門全社
環境MR

工
事
事
務
所

工
事
事
務
所

土木総括
環境管理者

建築総括
環境管理者

環境推進員 環境推進員

各
県
拠
点

事
務
所

環境統括管理者

環境管理者

環境統括管理者

環境管理者

特別管理産業

廃棄物管理責任者

特別管理産業

廃棄物管理責任者

各
県
拠
点

事
務
所



令和４年度　稼動工事名及び工事場所一覧　 (さいたま市）

工事名 工事場所

土

木

工

事

（仮称）大宮桜木町１丁目計画 さいたま市大宮区桜木町１丁目１１番7

建
大宮門街ビルＦＪＣＣ入居工事 さいたま市大宮区大門町２丁目118番

築
さいたま市立病院旧病棟解体工事 さいたま市緑区三室2460番1

工
Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ａｑｕｉｌａ新築工事 さいたま市北区日進町2丁目1917

事
虎ノ門一・二丁目第一種市街地
再開発（外構モックアップ）

さいたま市緑区南部領辻



令和５年度　稼動工事名及び工事場所一覧 （さいたま市）
令和５年５月末現在

工事名 工事場所

土

木

工

事

（仮称）大宮桜木町１丁目計画 さいたま市大宮区桜木町１丁目１１番7

建
さいたま市立病院旧病棟解体工事 さいたま市緑区三室2460番1

築
Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ａｑｕｉｌａ新築工事 さいたま市北区日進町2丁目1917

工
虎ノ門一・二丁目第一種市街地
再開発（外構モックアップ）

さいたま市緑区南部領辻

事



工事事務所　標準環境教育計画(例)

従業員
全
社
員

（
部
所
長
除
く

）

契
約
社
員

協
力
業
者
及
び

作
業
員

部署会議
(工事事務所)

工事事務所
環境統括管理者

もしくは
環境管理者

支店環境方針、支店施工部門目的・目標
・工事事務所の著しい側面、環境目標
・目標達成のための役割分担
・緊急時態対応のための役割と分担
工事事務所毎の方針・目標伝達周知
(作成資料：環境管理計画書)

○ ○ ―
環境ｼｽﾃﾑ運用
開始時及び年度
初め

転入社員 工事事務所
環境統括管理者

もしくは
環境管理者

支店環境方針、支店施工部門目的・目標
・工事事務所の著しい側面、環境目標
・目標達成のための役割分担
・緊急時態対応のための役割と分担

○ ○ ― 都度

新規入場者 工事事務所 環境管理者

・当現場の周辺環境条件及び環境目標
・目標達成のための活動と役割
・全作業員共通手順(廃棄物分別方法)
周知・伝達

― ― ○ 都度

安全　大会 工事事務所
環境統括管理者

もしくは
環境管理者

・当現場の環境目標・緊急事態
・目標達成のための活動と役割
・緊急事態への対応方法と役割
・留意事項(不具合事項への対応撤底等)

○ ― ○ 毎月初め

災害防止協議会 工事事務所
環境統括管理者

もしくは
環境管理者

・当現場の環境目標・緊急事態
・目標達成のための活動と役割
・緊急事態への対応方法と役割
・自工区の留意事項と他工区への要望事項

○ ― ○ 毎月末

専
門
教
育

作業標準教育
（作業着手時打合せ）

工事事務所 環境管理者

・該当工種における環境目標の達成のための
作業手順
（濁水､ｱﾙｶﾘ水関連）
資料：ｺﾝｸﾘｰﾄ打設作業標準、川砂利採取作業
標準
（騒音､ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ関連）
資料：重機作業標準、発破作業標準

― ― ○ 都度

実施時期

構成員
教育対象者

一
　
般
　
教
　
育

教　育　内　容担　当　者主管部署教育の場



C65889
楕円

C65889
長方形
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承認 確認・作成

関東支店　　土木部門

   /    /    /    / 

2023年度　環境目標 支店長 環境管理責任者

2023年度　環境目標

　脱炭素 　ＣＯ2削減活動の継続と展開

1.　環境データ評価システム（e-des）の活用

2.　環境活動メニューシステム(ｅカツ)の展開・活用

3.　電動重機、GTLやバイオ燃料利用の段階的拡大

　資源循環・有効利用 1.　最終処分率　3％未満（汚泥を含む）

2.　汚泥の有効事例の収集・展開
（自ら利用、個別指定制度等）

　有害物質の管理 有害物トラブル　0件

1.　土壌汚染調査・対策の推進

2.　残土条例の把握・順守

3.　汚濁水の管理の徹底

別紙 別紙

C65889
楕円

C65889
楕円



C65889
楕円

C65889
楕円

C65889
楕円

C65889
楕円

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形

C65889
長方形
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